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This study examines whether the yoo-on (拗音) in Japanese is the palatalized
singleton [Cj], the consonant-glide sequence [Cj] or the diphthong [CiV] from the
view point of the lip shapes and the articulatory movements of the tongue. The
results show that the yoo-on has the [CjV] structure.
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れば、介音は母音として位置づけられるものであるため、日本語に /i5/, /iu/, /io/といった
上昇二重母音を認めなければならない。
本稿では、日本語拗音のうち、カ行／キャ行、タ行／チャ行における時間特性につい























次に、日本語の拗音についての先行研究を概観しておく。McCawley (1968), Vance (2008),
窪薗 (1998), 益子 (2009) を始めとした多くの研究が、日本語拗音の音素構造として /子
音＋ヤ行子音/の構造を考えている。すなわち、カ行の音素 /k/に対してキャ行は /kj/,ナ
行の音素 /n/に対しニャ音は /nj5/という音素表示を持つと見なす。ただしチャ行・シャ
行・ジャ行に関しては、窪薗 (1998)が「拗音」という体系を重視した /tj/, /sj/, /zj/という























































































































































































































口唇形状の測定結果を図 9、図 10に示す。唇の突出を持つ [u]音を除き、カ行子音部
における口唇形状とキャ行子音部における口唇形状のパターンに有意差はほぼ認められ
ない。このことは、拗音の硬口蓋要素が母音として存在しているのではなく、子音とし
て機能していることを示唆している。すなわち Nogita (2016), Hirayama (2018)の研究と
同様に、口唇形状の観点から言っても、開拗音の音声情報は [CiV] ではなく、[CjV] か
[CjV]のいずれかと見なしてよい。
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口蓋前部まで計 62点 (片側 31点ずつ)の電極が配置され、調音動態のデータを計測でき














































列より後方に完全な閉鎖が起こるためである。これに対し、図 12 (b), (c), (d)では、いず
れも軟口蓋から硬口蓋までの広い範囲で EPGパターンの完全な接触が観察されており、
図 12 (a)の EPGパターンと大きく違う。すなわち、いずれも語頭の子音は硬口蓋化した
軟口蓋音 [kj]であるといってよい。
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